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逆にいえば、③心と身体の関係・共同が十分に成

熟しなければ①テーマへの知的追求・構想は展開

しない。①テーマへの知的追求・構想、およびそ

れにともなっての③心と身体の関係・共同が十分

に展開しなければ、②知的追求・構想の作品化は

うまく働かない。こうしてスライドづくりの過程

において、③心と身体の関係・共同をどうつくり

だし高めるかが一つの鍵になる。この点で、従来

共同制作活動において班での協力が大事だとされ

てきたが、そこでの心と身体の関係・共同の動態

はあまり解明されていない。

本報告では、1993年度後期に行った「視聴覚教

育」講義において、学生がスライドづくりの過程

を振り返って轡き留めたレポート「スライドづく

りに取り組んで」にもとづいて、班での①テー

マへの知的追求・構想、②知的追求・樵想の作品

化、と密接に関連づけて、③心と身体の関係・共

同の創造、の動態を述べていくことにする。学生

たちのレポートは回想をもとにしているために記

憶ちがいもあり、叙述の濃淡もみられるが、班の

レポートを互いにつきあわせると、かなり実像に

近いものができあがる。レポートのつきあわせを

とおして、上記の動態を明らかにすることが可能

になるように思われる。(1)

なお受講学生は32名であり、班は、原則として

所属学科が複数名になるように配慮して、授業担

当者で前もって編成した。Ｉ班は８名（社会学科

〔心理〕３名・小教〔理科〕２名・小教〔社会〕

はじめに

さきに、『琉球大学教育学部紀要』第40集

(1992.3）において、「『視聴覚教育』における

スライドづくりの実践」について報告した。そこ

では、スライドづくりの過程について説明し、そ

の過程を経て制作されたスライド作品を紹介し、

学生の学んだことを述べた。主として、視聴覚教

育の視点からスライドづくりの取り組みについて

評価し、考察した。その結果、学生たちは見えな

いところでさまざまなことに取り組み、予想以上

に視聴覚教育的経験をしていることがわかった。

このスライドづくりでは、班で－つのテーマを

決め、一つの作品を共同してつくりだすことを求

めた。そこでは、当初硬かった班員同士の心と身

体を追求主題を介して関係づけ、交流し、響き合

わせて、各人の持ち味を発揮して共同で－つの作

品をつくりだすことが求められる。そういう点か

らすれば、視聴覚教育的経験の獲得という視点の

他に、もう一つ、身体・関係・共同の創造という

視点から班共同制作活動の動態を明らかにし、班

共同制作活動において身体・関係・共同創造が拓

く可能性を明らかにする必要がある。

スライドづくりの過程は、①テーマへの知的追

求・構想、②知的追求・構想の作品化、の過程か

らなる。この二つの過程に、③心と身体の関係．

共同は関与する。①テーマへの知的追求・構想に

ともなって、③心と身体の関係・共同が生じるが、
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３名の混合班、男３名、女５名）、２班は８名

（総合科学〔情報教育〕２名・小教〔教育学〕６

名の混合班、男６名、女２名）、３班は８名（小

教〔社会〕７名・理学部海洋学科1名、男６名、

女２名）、４班は８名（小教〔教育学〕７名・聴

・講生1名、男３名、女５名）であった。

どである。

３班

「先輩たちの作品のように、すばらしいものを

作成していけるだろうかと不安に思った」人もい

るが、「ずっと楽しみにしていた」「おもしろそ

う」という期待の気持でみているひとも何人かい

た。この班は社会科の学生がほとんどで、そこに

理学部・海洋学科の四年生が－人いて、非常にリ

ラックスした雰囲気であった。このような雰囲気

が安心感をつくりすぎ、緊張感を欠き、あとで手

痛い失敗を味わうことになる。

４班

この班は全員教育学の学生であり、互いによく

知っていた。「本当に自分たちで作れるのか、半

信半疑」の人もいたが、「大丈夫」といった感じ

が強かった。

１，スライドづくりの説明と班編成

ほとんどの学生はスライドづくりは初めての経

験であり、スライド制作過程には細かな大変そう

な仕事がたくさん含まれていることを知り、また

過年度学生の制作したすばらしい作品を視聴して

こんな良い作品ができるか不安な気持ちでのぞん

だ。だが、所属班のなかに友だちがいることを知

り、不安がやわらげられ、安心感をもち、「なん

とかなりそう」という気持ちをもちはじめている。

１班

学生たちはこれまでスライドづくりに取り組ん

だことはほとんどない。スライドづくりの過程と

細かな手順を聞いて、「本当にやるのかと、少し

嫌だった」「結構むずかしそう」「手間がかかり

そう」「不安」という感想がまず浮かんでいる。

しかし、１班は心理学（３名）・理科（２名）・社

会（３名）の混合班で、「同じ学科で顔見知りの

ひとが一緒だったので安心した」とか、「まんざ

ら知らないひとばかりではなかったので少し安心

した」という感想がでている。顔見知りの人と一

緒にやれるということで、不安を少しやわらげて

いる。

２班

１班と同じく、「実際ビデオ（－制作過程を

解説したビデオ、引用者注）を見て、こんなに大

変な作業を自分たちができるのか、本当に一つの

作品ができあがるのだろうかと、最初から不安で

あった」が、「班編成されたメンバーで集まって

みるとみんな知り合いだったので、すぐにうちと

け、『これからみんなでがんばってスライドを作

ろう』と一致団結した」とある。この班は教育学

と情報教育の学生の混合班で、互いによく知って

いた。そのためもあって、「スライドをつくるに

は良いメンバーが集まった」と思った人があり、

｢良い作品がつくれる/」と直感した人もいたほ

2．テーマの模索・決定

テーマの決定にあたっては、直接的には明示さ

れていないけれど、食べてみたい、演奏してみた

い、作ってみたいというパフォーマンス的身体欲

求が基盤にある。この身体欲求を基盤として、テー

マの知的追求がはじまっている。とくに、沖縄出

身学生にとって、見なれたモノにひそむ謎を本土

出身学生の側から指摘され、「どうして？」とい

う問いが生まれ、それが知的追求の原動力となっ

ている。ただし、それがすぐ決定にまでいたらな

い。男子学生と女子学生の興味傾向のちがい、発

言力の強弱、おもしろそうなものか取材の簡単な

ものかという追求方向での葛藤、他の班がやらな

いものをしたいという心理などが班のなかにあり、

微妙にゆれながら、結局、困難かもしれないけれ

どおもしろそうなテーマを追求しようというとこ

ろに落ちついていく。このあたりに、発言交流を

通しての身体的感じ合い．触れ合いを経て、テー

マをさぐりあい、模索し合い、な1こかのきっかけ

で共鳴してテーマが決定するといった一連の流れ

が見られる。こうした過程を経て、テーマへの共

同追求の身体的構えが形成され、班共同制作のス

ライドづくりが始動していくのである。

］班「三線」

この班は、おもしろそうな「三線」か、取材の
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簡単な「紅型」か、どちらにしようか迷っていた。

結果は「三線」に決まるのだが、その過程がおも

しろい。以前から三線を弾いてみたいと思ってい

たのだけど、まだ自分の意見を言い合えるほどに

はなっていなくて、言いだせずにいた。おくれて

やってきたＡ君に「サンシン」か「紅型」かを聞

いたところ、「サンシンちやうん／」という一言

がでて、それを契機に「サンシン」の方向にまと

まりだした、というのである。本土出身の男子学

生は三線に興味をもち、いろいろと調べていたの

だが、発言力のある女子学生たちの前で言いだせ

ず、Ａ君の一言でまとまりだした、というのであ

る。そこには、本土出身の学生が、本土からみて

三線がおもしろい、沖縄の音楽には三線がつきも

ので、まつさきに三線が思い浮かぶことに不思議

な思いをいだいていたということがある。沖縄出

身の女子学生は、本土出身学生の興味から逆に三

線をとらえ直し、意外とおもしろいかもしれない、

と感じて、賛成したのであろう。また「男の子も

さらに乗り気になっているし、みんなもこのテー

マに賛成である」ということで女子学生もこのテー

マに賛成したのであった。こうして、ｌ班は「三

線の製造過程と由来」にテーマを決定した。

２班「ちんすこう」

ちょうどこの時期に沖縄産業まつりが開かれて

いて、この班のメンバーはそこに行ってパンフレッ

トをもらってきた。そのなかから「パイナップル」

「ちんすこう」「三線」「琉球ガラス」の４つが

テーマとしてあがった。そのうち他の班との重な

りを避けて、「三線」「琉球ガラス」は脱落した。

「ちんすこうはどうやってつくるの？」という疑

問に沖縄出身学生もうまく答えられない、「焼く

んじゃないの？」「揚げるんじゃないの？」とい

う意見がでてきて、はっきりしない。こうして、

｢ちんすこう」を調べたいという気持が高まって

いった。授業担当者の方で、以前の経験からお菓

子には（製造上の）秘密があって、取材させてく

れないこともある、と助言すると、不安に思いな

がらも「知りたい」という気持（知的追求心）が

強く、「ちんすこう」にテーマを決めた。

３班「おきなわそば」

この班も「沖縄戦」「奇跡の－マイル」「紅芋」

「シーサー」「琉球ガラス」「三線」「壷屋焼」

｢ちんすこう」「さとうきび」「国際通り」「沖

縄そば」などがテーマとしているのに、なかなか

テーマが決まらなかった。他の班はもうコンテづ

くりにのりだしているのに、まだテーマが決まら

ない。焦りはじめた。「沖縄戦」「奇跡の－マイ

ル」は写真・資料を集めてスライドにするのが困

難ということで消え、「ちんすこう」「琉球ガラ

ス」「三線」は他の班がやるという情報が入って

きて消えた。「紅芋」は気乗りがしないというこ

とで、いつのまにかなくなっていた。「シーサー」

はあまりにも沖縄すぎるということで否決された。

残った「沖縄そば」というテーマも、皆、イザ決

まったら乗り気ではないような雰囲気であった。

そのとき、仲縄そばが「案外やりやすく、内容の

あるものになりそうだ」「本土のそばと比較でき、

歴史もちがう」と誰かがいったことから、皆いろ

んな意見をいった。「確かに沖縄そばは、見た目

が全然、日本そばとちがう」「豚肉が入っている」

「麺が脂ぎっている」「まずい」「おいしい」な

ど、さらに沖縄そばを家庭教師先でだされたとき

の思い出などをだしあって、話は盛り上がった。

こうして、３班のテーマは「仲縄そばができるま

で」に決まった。この班において、消去していっ

て、最後に残ったテーマも気乗りがしないという

点がおもしろい。身体が動かないのである。そこ

で、このテーマのおもしろさを本土そばとの比較

から検討していけると身体で共鳴したときに、テー

マが決まったのである。こうして、身体が動いて

その気になり、テーマが決まるということが大事

になるのである。

４班「琉球ガラス」

この班では、「琉球ガラス」「壷屋焼」「食べ

物」などいくつかテーマをあげたが、「価値性」

という点でしっくりこない。だんだんと会話がと

ぎれがちになっていく。今度は「興味」という点

で話し合いをした。すると、－つひとつあげるた

びにどれもやってみたいテーマになって、どれを

選んだらよいのかわからなくなってしまった。取

材のしやすさとともに、「自分たちでもつくれる」

ということをどこかから聞き、「ガラスを実際に

つくってみたい」という声が多く、この２点から

｢琉球ガラス」に決定した。他の班が別のテーマ

をやるので、すぐに決まったのだが、「４斑の人
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たち全員が、なぜかこのとき、あの美しい琉球ガ

ラスのイメージを自分の心のなかに描いているよ

うで、頭の中は、美しいスライドの光景が、はや

くもできあがっている状態だった」し、「絶対、

琉球ガラスしかないという思いが４班にあったよ

うな気がする」と述べている。ここでも、作品の

｢価値性」よりも、「ガラスを実際つくってみた

い」という欲求、取材の容易さが勝り、「これし

かない」という思いで一致していたことが班共同

制作の構えを強固にしていったのである。このテー

マで身体が動いたのである。

調査し、重要な箇所においては、できるだけ全員

参加して取材・調査することが必要であるが、そ

の点をどう加味しておこなうかは、班員どおしの

共同状況に左右されてくる。また、実際の取材

(撮影・インタビュー・録音）においては、必要

機材の単備・点検が不可欠であり、また撮影をだ

けがおこなうか、インタビューはだれが担当する

か、録音はだれが担当するか、などを事前に決め

ておき、呼吸を合わせて取り組まなければうまく

いかない。このように、さまざまな場面・状況に

おいて班員相互の関係をきりむすび、共同して活

動することが求められる。この共同活動をとおし

て、スライド作品づくりに取り組む集団が形成さ

れていき、その形成度につれて、スライド作品が

的確にできあがっていくのである。この点で、身

体・関係・共同の創造が身体全体で、皮膚感覚で

求められ、それをとおしてスライド作品づくりへ

の一体感が形成されていくのである。きついけれ

ども、活動をとおして身体・関係・共同の創造が

適切になされれば、スライド作品づくり集団の形

成が急速に進んでいくのである。この局面はそれ

だけに重要である。各班はこの局面にどのように

取り組んだかを以下で班ごとにみてみよう。

１班「三線」

テーマが決まると、Ａ<んは「タウンページ」

でさがしてみる。Ｂくんは近くの三味線店に声を

かけてみる。Ｃ<んは知り合いをとおして聞いて

みる。Ｄさんは、友人の父が県立芸術大学の三味

線講師をしているので、その方に聞いてみる。と

いうように、班で手分けして取材先を見つけてい

く。Ｄさんは友人に電話して友人の父から交渉し

ていただき、ＯＫを取ることができた。紹介して

もらったところは、おじいさん－人で無理をしな

いで趣味程度に作っているところだという。

「三線の製造過程と由来」について、それぞれ

疑問に思っていること、調べたいこと、工房で聞

きたいことを班で出し合った。工房での質問事項

に関して、ある班員は、「蛇皮の入手径路、買い

手はどんな人か、どれくらい売れるのか、手入れ

の仕方、後継者問題、など次女と皆で考えている

うちに熱心さが増すような気持ちであった。具体

的に作業を進めていくうちに、団結していくとい

うことが久しくなかったな、とふと思う。」と述

３．取材と撮影・インタビュー・録音

取材・撮影などの活動はフィールドワークであ

る。地域にでかけていき、テーマに携わってきた

人たちを訪問し、制作活動と過程を観察し、その

制作者の仕事への情熱を肌で感じ、その思いを写

真（スライド）・インタビューをとおして表現し

ていくことが求められる。行動をとおして肌で実

感し、何かをつかみ、それを写真（スライド）・

インタビューで的確に表現することが求められる。

身体を動かして、皮膚感覚でつかんでいく活動は

きついが、こうした活動のなかで、製作者の身に

なって感じ、考えることができるようになる。製

作者の側に身をおくことができてこそ、スライド

作品は生きて視聴者に伝わっていくのである。

この活動をうまくこなすには、さまざまなことに

班で共同して取り組むことが必要である。共同活

動なしには、うまくいかない。まず取材先をさが

し、取材の承諾をとることが必要である。このと

きに、各班では「タウンページ」からさがす、

｢知り合い」に聞くなどをしている。今回の班活

動において、多くの班が「知り合い」をとおして

取材場所をさがし、有名な大企業ではなく、比較

的小規模な製造所をさがし、手づくりに近い制作

活動を見いだしているのは、優れているといえる。

各班はさらに、発表会までの見通しをたてながら、

取材日程を立て、班員の都合を調整し、できるだ

け多くの班員が参加できるようにし、できなけれ

ば少数でも実施していくことに取り組んでいる。

インタビュー事項を班で出し合って決める。調査

箇所が多ければ、班を二つに分けて効率的に取材。

４
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べている。また別の班員は、「三線について、私

一人では２．３の質問しか思いつかなかったのだ

が、班員８名の知恵を集めるとそれぞれの視点、

角度から三線を見つめているというような感じで、

この三線という一つの事項に対し、これだけの質

問が連鎖反応のようにぽんぽん飛び出してきたの

で、グループのパワーにはすごいものがあると、

今さらのように感じた。このときに、スライドづ

くりに対する私の『不安＞期待』という気持ちが

『不安く期待』というように逆転したように思う。

」と述べている。

取材は、班員の日程を調整して12月18日に決め

た。調査場所が多く１日ですべて廻るのは不可能

なため、午前中二つのグループに分かれておこな

い、そのあと三線工房に訪問している。午前中、

那覇グループは県立博物館、首里城などの撮影に

でかけ、読谷グループは赤犬子の碑文、読谷村立

博物館、三線発祥地の撮影をおこなった。午後２

時に那覇市で合流して工房に出かけることにした。

このように、二つに分かれて、効率的に取材する

ことを計画していることに注目したい。

那覇グループでは、まず県立博物館に行くが、

｢２階には、スペースの一角をすべて三線の説明、

展示が占めており、これを見て私たち４名は狂喜

した。早速、撮影許可を取り、カメラをもって撮

影に取りかかった。……博物館のスペースの一角

をすべて三線が占めていたことで、改めて沖縄の

文化の一つに位圃づけられる三線の大きさを感じ

た。」と述べている。読谷グループでは、読谷村

立博物館において、「三線をガラス越しに展示し

てあるため、フラッシュをたくと、反射してしま

い、きれいに写らないのではないかと心配した。

そこで私たちは、係の人に頼んで、少しの間だけ

ガラスをあけてもらうことにしたが、係員は頑固

で、許可はおりなかった。」と述べている。三線

の由来などを知るにつれて、感銘を深めた。（午

後の合同での取材は、工房のおじいさんの風邪の

ため取材できずに終わった）

制作過程の撮影は都合により１月になった。県

立芸術大学講師の方が同行し、人工皮を使って実

際に制作していただいた。その過程で、三線の皮

はニシキヘピを使っているとか、２０枚セットで皮

を買うのだがそのうち良い皮は１～２枚だとかの

新しい発見をし、制作者の苦労を知り、三線の制

作が身近に感じられるようになる。ある班員は、

｢お礼を言い、帰る頃には、私は自分がサンシン

に関して前より身近に感じ、そして好ましく思っ

ていることに気づいた。他のメンバーもサンシン

を習いたいといっていて、応援する気持であっ

た。」と述べている。三線の制作過程をたどり、

三線にまつわるさまざまなことを聞くにつれて、

三線制作者の身になって三線を感じ、身体的共感

をおぼえるようになったのである。このことが、

三線の制作過程を中心としたスライドづくりにとっ

て重要になるのである。

２班「ちんすこう」

文献の調査を行ったが、「ちんすこう」につい

て言及しているものは少なく、「あまりの資料の

乏しさに苦労し、ますます『ちんすこう』を知る

価値を実感していった」。

取材交渉は、何人かで手分けして行った。電話

での取材交渉では断られたところも多く、取材交

渉が不調になることを想定して、班員の家の近く

の「本家新垣ちんすこう店」に行き、交渉したが、

意外にも断られなかった。いま年末の大量生産で

忙しいので１月になればＯＫということだった。

ところが、班にもちかえり検討したところ、１月

では日程的に苦しく、他の「ちんすこう製造所」

にあたることにした。おみやげ店に並べられてい

る「ちんすこう」の製造会社を調べ、３．４の会

社に絞り、取材交渉を試みた。最初に電話したの

が、何種類もの「ちんすこう」をつくっていて興

味深い南国製菓であった。こちらの趣旨を伝え、

取材の許可をいただくことができ、下見の日程を

決めた。この過程で、「取材を行うまえにきちん

とした段取りを踏むこと、こちらの趣旨を明確に

伝えることの必要性がわかった」。断られたり、

承諾されても制作日程が合わず断念した経験は、

取材の難しさを知り、良い経験となっている。

12月１８日に南国製菓に下見に行き、事前にまと

めた質問事項を聞いて、お話を伺い、作業のよう

すを見て、最後に「ちんすこう」のおみやげまで

もらい、「ここまでしてもらったら良い作品を作

らなければと思った」。

搬影は工場班と空港班に分かれて行った。この

分け方は合理的のようにも思えるが、先に１班の
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分け方と比べてみると、「ちんすこう」の製造過

程はスライド作品の中心的位置を占めるので全員

でおこなった方がよい。このことを考えると、１

班のように、ちがうところを分けて取材・撮影し、

そのあと合流して製造過程を取材・撮影する方法

をとると良かったように思われる。空港遜では、

おみやげ店に並ぶ「ちんすこう」の写真、「ちん

すこう」を買う観光客を撮るのだが、タイミング

が合わず苦労した。工場班では、工場長にマイク

をむけ、質問したが、５分もすると質問事項がな

くなり、苦労した。撮影は一部の企業秘密の箇所

をのぞき、ほぼ撮影できた。

この班では、こうした取材（下見、本番）の過

程で感じたことをていねいに書いている人は－人

しかいなくて、取材の過程で、製造者のがわの身

になって考えたり、感じたりしているところはあ

まり見られなかった。しかし、下見と本番をとお

して、思ったよりも小さな工場で「ちんすこう」

がつくられていて、意外に手づくりに近いという

ことを知ったり、製造過程で思わぬことに気づか

されたりして、「ちんすこう」を身近に感じ、ま

た菓子製造の特質にまで一般化して考えたひとも

多かったように思われる。

３班「おきなわそば」

観光ガイドブックを見ているうちに、どの店が

おいしいかという話題になり、「さくら屋」に行

こうということになって行ってみたが、おばあさ

ん－人でやっていたその店はやめていた。「さく

ら屋」に取材できなかったので、もう一度構想を

練り直すことになった。大手そばメーカーに電話

で取材を申し込んだが、運悪くこの日はできない

といわれた。班員のひとりの遠い親戚がそば屋と

製麺工場を経営していることがわかり、そちらで

そばの製造工程を取材できるという吉報がはいっ

た。そこで、工場に下見にいった。エ場が狭く、

５名全員ははいれず、ゆでめん・蒸しめんの製造

過程について３名で説明をうけたが、初めて知る、

見るものばかりであった。全体として、「機械で

やっているとはいえ、何となく手づくりでやって

いるような感じがした」。「おおまかな流れはつ

かむことができた。今日はこれだけなので次回の

アポインメントをとって帰ることにした。撮影台

本の作成、撮影がうまくいくような気がして前途

洋念とはこんなことを言うんだなあと思いベッド

に入った。夢の中にも出てきそうだった。」。

夜八時から製麺作業が始まると聞き、班（４゜

５名）でその時間に撮影の下見に行った。この取

材・撮影では撮影・録音機材を持ち込み、班員で

手分けして取材箇所を分担した。機械の説明を受

ける人、機械の音を録音する人、写真を撮る人な

どに分かれた。それぞれ緊張した顔つきでやって

いた。この班の分担において、作業音を取る人を

いれておいたのは、さすがである｡このことが、

あとの録音に役立ったのである。録音にあたって

は、製麺所の方の協力があり、うまくいった。

生地の製造では、普段使っている小麦粉が、い

くつかの段階を経て麺らしくなっていく過程がよ

く理解できた。「なにげなくつるつるつと食べて

いるあの麺はこうしてつくられているのかと感心

してしまった」。蒸しめんでは、「おばあさんた

ちは、慣れた手つきで蒸し終わった麺を次々と袋

詰めしていく。長年の勘からか、おばあさんたち

が一度に手に取る分fitはどれもほぼ同じで正確な

のである。」と、それを見た班員は述べている。

１０時すぎには、ゆでめんの製造にはいり、ゆで

めんには手打ちの工程があり、ある班員は製造工

程に参加させてもらった。結構コツがいることが

わかった。「手操みの工程では、何人かが体験さ

せてもらったが、なかなか力のいる作業で、悪戦

苦闘していた」。撮影を終了したのは、午前２時

であった。

３班は、手づくりに近い製麺所で製造工程を観

察するなかで小麦粉から麺までの工程を具体的に

イメージでき、また、手打ちの工程に参加し体験

するなかでその大変さを実感できた。身体をくぐっ

て製造工程を自分のものにしている。こうして、

身体的実感をもったためか、夜遅くからのかなり

きつい取材・撮影にもかかわらず、無事にこなし、

それなりに満足感をいだき、これならうまくいき

そうだという感じをもったようである。このとき

の身体ごとの感じについて書いているものはいな

いが、おそらく、「これでうまくいく」という手

ごたえを感じとったであろう。

４班「琉球ガラス」

４班では、テーマが決まり、取材先を決めるこ

とになったが、琉球ガラスをやっているところは
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たくさんある。南部、読谷村、恩納村のガラス工

場が候補としてあがった。「いくつかの工場を比

較してはどうか」という意見もあったが、一つの

ところを徹底取材した方が能率的だし、相手にも

迷惑がかからない、ということで－つの工場にし

た。班員の－人が「科学技術庁長官賞を受賞した

宮国次男さんに会って取材したい」と言いだした

ことから、恩納村にある「共栄ガラス工房」に決

まった。

電話で取材の趣旨を告げると、「いつでもいい

ですよ」と快諾していただいた。12月15日に取材

に行くことにした。この日は平日で、授業が入っ

ている人もおり、二時限終了後に行ける人と、三

時限終了後に行ける人とに分かれて、現地にむけ

て出発した。途中道に迷ったグループもあったが、

無事到着した。このとき、宮国さんへのインタビュー

内容を書いたメモを忘れてしまい、その上録音機

器（ウォークマン）が故障していた。せっかく本

人に会えたのだが、直接本人にインタビューでき

なかった。残念である。

到着後すぐにざっと見て廻り、店員の方に、客

層や琉球ガラスの始まりなど聞き、琉球ガラスに

ついての理解を深めた。「購買客の割合を聞いた

だけなのに、店員さんはたくさんのことを教えて

くれた。……あとで知ったことだが、この人は社

長さんでしかも宮国さんの奥さんらしい。」。

先発のグループはすでに美しい琉球ガラスを撮

り終えていた。あとは製造過程の段階を撮影する

だけになっていた。ある班員は、「これは、スラ

イドの重要な部分を占める映像なので、失敗は許

されず、班員の全員に独特の緊張感が流れていた」

と述べている。工房では４．５人の熟練した職人

さんが働いていた。「人気の高いハイビスカスや

アサガオ、ユリの置物などの装飾品が、釜のあち

らこちらで無残におかれてあり、もったいないよ

うな錯覚にとらわれていたのも事実である。」、

｢ベテランの職人さんが琉球ガラスを作り上げる

スピードは、カメラの撮影も追いつかないほどで、

あっというまの早業であった」と述べている。職

人さんたちは、琉球ガラスを作りながら、親切に

琉球ガラスの製造過程の様子を話を交えて教えて

くれた。話を聞きながらメモを取り、聞きのがさ

ないように気をつけた。

ただ漠然と琉球ガラスの製造過程を見るのももっ

たいないので、かねてからの希望であったコップ

づくりに挑戦することにした。値段は三千円で、

みんなでだしあってやってみることにした。コッ

プづくりに携わった班員は次のように述べている。

「ある程度の流れはつかめたつもりだったが、

いざ作ってみるとなると緊張してしまう。……溶

解がまのなかのガラスはドロドロとしていて飴の

ようだった。それを鉄パイプでからめとり、吹き

ガラスをやるのだが、結構力がはいる作業で何度

も『もっと強く』と言われ、ほっぺたをふくらま

せながら頑張った。水に一瞬つけることでヒビワ

レの模様をつける。形を整える作業が一番細かく、

あとになって思い出すのに苦労した。飲み口のザ

ラザラをなめらかにしたり、コップの底を平らに

したりとパッパッと進み、これは何の作業だろう

と思う間もなく終了した。この間五分くらいだっ

たと思う。」

見ていた班員は、「取りかかって、五分もたた

ないうちにすっかりコップはできあがってしまっ

た。すごいと思った。」、「手づくりガラスといっ

ても、私が見た限りでは六割がた向こうの職人さ

んの手を借りていて、ただガラスを吹いているだ

けのように見えたが、やった本人はそれでも肌で

何かを感じ取ったみたいだった。」と述べている。

宮国さんへのインタビューは、別の機会におこ

なったが、そのときには、前回のような失態をし

ないように、撮るべきシーンをきちんと把握し、

テープレコーダーもきちんと動くか確認したうえ

で、現地に向かった。インタビューでは、「琉球

ガラスを始めたきっかけと、琉球ガラスの魅力は

?」に的をしぼり、聞いた。質問をしたのは－回

だけで、琉球ガラスをはじめたきっかけ－琉

球ガラスの歴史や成り立ち－これらの琉球ガ

ラス、と30分近く熱っぽくしゃべって下さった。

このインタビューをとおして、「ガラスの神秘さ

に魅せられ、この道一筋に歩み続けた宮国さんは、

ガラスに対する情熱と、常にガラスの可能性を追

求し研究する姿勢をもっている人だということを

強く感じた」し、「何か－つでも自分の打ち込め

るものをもつことは、こんなにも人を輝かすこと

ができるのだ。とてもすてきなことだと感じずに

はいられなかった」。
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をみんなで検討していくという方法も考えられる。

いずれにせよ、班で共同して取り組むことによっ

て、よりよい解説文（ナレーション）ができあが

るのである。実際の録音においては、班員の都合

の良い日時を設定し、また録音場所（教育実践研

究指導センター）を予約し確保する必要がある。

さらに、録音機器操作の技術が必要になる。それ

なしにはうまくいかない。こうして、この局面で

も新しい共同が必要だが、それはこれまでの局面

で共同関係をつくりあげていれば克服できるもの

である。これまでの活動のなかで、各班は共同関

係をきずきあげ、一体感を生み出し、うまくのり

きっていっていることに注目したい。

ｌ班「三線」

スライドが現像されて、返ってきた。うまく写っ

ているかどうか不安であったが、博物館で写した

三線年表など一部を除いて、思ったよりきれいに

撮れていた。壁に写した一コマ一コマに歓声をあ

げながら見ていた。どれも苦労して撮影したもの

ばかりだし、どれも使えそうなものばかりだった

ので、取捨選択するのに苦労した。あれこれ言い

ながら何とかコマの順番を決めた。

次は解説文（ナレーション）を考えることにし

た。解説文（ナレーション）は、学科ごとに三つ

のグループに分け、それぞれ考えてくることにし

た。そのさい、実際に擬影に出かけたところのナ

レーションがやりやすいので、そうなるように割

り当てた。この分担の仕方には、これまでの共同

学習の利点が生かされている。①これまでのフィー

ルドワークにおける分担の成果を取り入れて、グ

ループ作業の有効性を感じて個々の人ではなく３

人ごとの小グループに分けて行っていること、②

グループ分けのさい実際にフィールドワークに関

わった場所のコマについて割り当てていることに

注目したい。

次の週、宿題にしていた解説文を持ち寄って、

最終確定をした。この解説文の推敲についてある

班員は、「一人では思いつかなかったことが何人

か集まると進めることができると思った。ここは

こうした方がよい、その文はいいね、などとわか

りやすい文をめざして努力した」と述べている。

推敲過程で、班で検討しあうことの良さを改めて

実感している。この推敲過程を経て、Ａ<んは思

「共栄ガラス工房」での取材をとおして、ある

斑員は感想を次のように述べている。「最初に取

材にきて琉球ガラスに対する思い入れが深くなっ

たとでもいうのだろうか。一つ一つの作品を見な

がら、炎の雫から生まれるガラス職人さんの技と

愛情と情熱がオーバーラップしてしまうのであ

る。」。こうして、ガラスの背後に、その製造に

携わる職人の技・心を感じ、おもわず琉球ガラス

に思い入れをしてしまう。琉球ガラスの製造に身

体次元で共鳴でき、そのことが深い思い入れを生

んでいくのである。このことに注目したい。

４．網集・ナレーション録音

先の局面で取材（フィールドワーク）し、夢中

で撮影・インタビュー・録音したが、うまくいっ

ている保障はない。視聴覚メディア作成技術（ス

キル）がなければ、うまくいかない。いくつかの

班は、フィルムが空巻きになっていて、取り直し

たり、取り直しができずに使えないで終わったり

している。しかし、失敗は成功のもとである。失

敗して痛い目にあって初めてわかることも多い。

失敗にめげないで、すばらしいスライド作品の制

作をめざして頑張ることができるのは、これまで

の過程で班共同の関係が形成されていればこそで

あり、班員どおしの信頼関係が形成されていれば

こそである。そして、それをとおしてスライド作

品の制作に取り組む学習集団が形成いれぱこそな

のである。とくに三班において、他の班に著しく

たちおくれ、作成過程でもいくどにわたる失敗に

めげず、ともかくスライド作品が完成できたのは、

先の（撮影、インタビュー、録音）過程できずき

あげられた共同関係が基盤にあったからである。

この点を見過ごしてはならない。

この編集・ナレーション録音において、先の局

面に劣らず班共同が必要とされる。コマの選定に

は、制作過程に参加した班員どおしでさまざまな

角度から検討することが必要である。捨てるのは

惜しいという気持ちをもちながら、共同で必要な

限りでコマを選定するのである。さらに、コマに

合った解説文（ナレーション）を考えだす必要が

ある。このとき、先の取材での役割分担を生かし

た分担も考えられるし、誰かが原案を考え、それ

８
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わず、「みんなが雷いた解説文をワープロで打っ

てくると自分から言いだしてしまった」と述べて

いる。身体が反応してしまっていたのである。

次は録音である。前もって機器の使い方をセン

ターの人に習っていたが、いざ寧備しようとする

とすっかり忘れてしまい、あわてふためいた。よ

うやく録音するまでにいたった。ナレーションの

読み上げはだれがするかとなった。みんなやりた

くないものだから、結局じゃんけんで決めた。コ

マ切替え係、ＢＧＭ係、ラジカセ操作係など、係

分担が自然と決まっていき、協力しながら録音を

おこなった。２時限目から開始したのだが、予想

外に時間がかかり、３時限の授業にくいこんでし

まったという。このあたりに、見通しの甘さがあ

るのだが、これも経験してみないとわからないこ

となのであろう。

ナレーションの読み上げを担当した班員は、試

写しながら、「自分の声やナレーションに少々落

ち込みながらも、これまで行ったきたことをいろ

いろ思い出しながら作品を身終わったら快い満足

感がおしよせていた。よく頑張ったなとお互いに

ごぐろうさんと言い合う瞬間、何かを作るという

ことのおもしろさに魅せられた。」と述べている。

他の班員も同じようなことを感じたことだろう。

２班「ちんすこう」

２班は、空港で撮影したはずのフィルムがうま

く入っておらず、空巻きになっていて、あの撮影

は失敗に終わってしまった。ある班員は「あんな

に頑張って恥ずかしい思いまでしたのに水の泡な

んてあんまりだと思った」と述べ、別の班員は、

｢空港での恥ずかしさに耐えながらの撮影や一人

でおこなった撮影が全てだめになってしまったこ

とにショックを隠しきれなかった。先生の『失敗

は成功のもと』という言葉を頼りに再度撮影する

ことを決め、失敗したものよりいい写真を撮るぞ

と決意した。」と述べている。また工場でのイン

タビューは、指示語が多く、意味がわからないと

いうことで使わないことになった。

こうして作業におくれがでたのだが、気をひき

しめて、必要作業を分担して頑張ることにした。

教育学・３年次は写真の撮り直し、歴史・お土産

店の部分のナレーションを考える、教育学・２年

次は題名・製作者名・エ場名・ちんすこうの種類

を模造紙に衝く作業、情報教育３．４年次は製造

過程のナレーションを考えることにした。ここで

も、ナレーションは、撮影を担当したものが担当

して小グループでおこなっていることに注目した

い。この方が良いものができるのである。

ナレーションをもちより、みんなでわかりやす

い文章に直した。ことばづかいなどに気を付けて

－通りの解説文ができあがった。こうして、あと

は録音を待つだけだ。録音では、ナレーションは

女子の班員が引き受けてくれ、夜８時から班員の

アパートでおこなった。撮影し直したスライドが

できあがり、それを組み込んでスライドの順番を

確定した。予定していたものと食いちがいがあり、

新しくスライド・コマを追加することになり、録

音のし直しになった。再度の録音において、２゜

３回取り直したあと聞いてみると、雑音が入って

いて聞き取りにくいことに気づいた。別の小さい

テープレコーダーを試しに使ってみると、驚くほ

ど音を拾っていた。物は外見からだけではわから

ないものである。何度か取り直して録音した。

３班「おきなわそば」

年があけ、編集の日になって、３班は思わぬア

クシデントに出会った。スライドを預っていた班

員が成人式で帰郷してしまい、彼の部屋にスライ

ドが置かれたままになっていたのである。その日

は何もできず、活動停止状態になった。他の班の

活発な活動をうらめしく、くやしく思い、指をく

わえてただ時間の過ぎるのを待つという状態であっ

た。このときがきっかけで、他の班に大きくおく

れてしまった。

１月１８日にスライドのチェックをした。うまく

撮れていてよかった。ところが、インタビューも

まだしていなくて、急きょインタビューに行くこ

とになった。ある班員は、「まだまだ時間はある

と思っているうちに－週間、二週間と経ち、発表

が来週と迫っていたというのが、われわれの班の

メンバーみんなの気持ちだろう。」と書いている。

遅れを見て授業担当者の方が発表会を一週間延ば

し、この一週間に３班は仕上げることになった。

ナレーションは２人ずつ組んで、手分けして考

えた。ペアになった相棒が忙しくて結局一人でし

あげたりして、チームワークがうまくいかなかっ

た。１月25日にインタビューに行き、１月27日に

９
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録音テープを他の班の人にわたしたのだが、１月

２７日編集作業をしに出てきたところ、肝心のテー

プがない。先生にわたしたという。先生は技官の

人にわたしたという。１月31日、教育実践研究指

導センターで編集作業を開始。５時頃から作業開

始するが、編集機器の使い方がわからず、閉室の

６時になり、途中で終了する。２月１日、前日に

要領をつかんだためかスムーズに作業が進む。３

時頃にはじめて６時頃作業を終了した。ナレーショ

ンの読み上げをした班員は録音について、「何度

もやり直しながらの収録だった。ここで私が思っ

たことは、全員がどこでマイクを入れ、どこでＢ

ＧＭ・効果音をいれる、といったような内容をしっ

かりと把握していないからこういう事態になるの

だということである。こういったことは作業をス

ムーズに進めていく上で大切なことだと思う。」

と述べている。担当者相互の呼吸が合わないとな

かなかうまくいかない。身体的呼吸の一致がここ

でも求められるのである。２月２日にナレーショ

ンの手直し、完成品の試写をおこなった。「全員

で試写をおこない、それが終わったときはとても

充実感で溢れていた。一つのことを仲間でやり遂

げることの嬉しさを実感した」。次の日は発表会

である。

４班「琉球ガラス」

スライドが現像されて、返却されてきた。写り

はよく、取り直すほどの失敗はなかった。工場内

での撮影が暗かったのが残念だが、周りを暗くし

たら大丈夫のようで一安心である。必要なコマを

厳選するのだが、グループ全体でコンテと照らし

合わせてみて、同じ場面でも何枚か撮影していた

のでそのうちどれか一枚にしなくてはならず、苦

労して撮影したことを考えると捨てるのが惜しく

なってしまう。ある班員は、「余りにも写真を多

く擬りすぎていたため、一つのシーンに付き、多

いもので４．５枚もあったため、シーン別にスラ

イドを選ぶという作業に、授業１時間分使ってし

まった」と述べている。思ったより時間がかかっ

たのである。

それだけではない。必要とされる写真が欠けて

いたり、不鮮明であったりして削除したりで、シー

ンを削ったり、その削った分のナレーションをど

こかに組み込むなどして、大幅にコンテの内容を

変えなければならなくなった。ナレーション作成

では、何人かで分担してやると表現方法が違って

いたりして大変だということで、ガラスの実体験

者に委ねることになったのだが、彼女によれば、

「１カ月近くも前の記憶をなんとか絞りだしなが

ら、少しのメモを頼りに構想を練っていくのは、

決して楽ではなかった」。ナレーションは彼女の

作成したものをもとにみんなで話し合いをしてい

くうちに暖昧だったところは次第に明確になった。

ここに、みんなで検討することの必要性と有効性

が示されている。

班共同に関して、ある班員は、「スライドづく

りもこの編集の段階に入ってくると、みんながそ

れぞれの役割を見つけて頑張っていることが痛感

できた。今までの取材ではみんなが揃うというこ

とがなかなか難しく、仕事も誰かにまかせてしま

うということがあったのが、コンテの文章を直し

ている人もいれば、スライドの選別に頑張ってい

る人、宮国氏のインタビューのどの部分を使おう

かと入念にチェックしている人など、班員みんな

が最後の山である録音に向けて本当に頑張った。」

と述べている。これまでの、班での共同制作の活

動をとおして、互いの気持ちがつながり、それに

ともなって仕事のできぐあいを見ながら各自で役

割分担も自然におこなわれるようになっていった

のである。こうした班共同の高まりがあってこそ、

うまくいくのである。

録音では、最初は思うようにナレーションの声

を録音することができず、四苦八苦の連続だった。

ナレーションとコマ切替えの音とが合わなかった

り、ナレーションが失敗したりで、やり直しを何

回かした。おまけに、仕上げたあとで点検をして

みると、ずれが見つかり、その場で急拠やり直し

をすることになった。録音はけつこう大変だった。
しかし、この最大の難関である録音において班

共同の力が発揮され、乗り切っていったのである。
ある班員は、このときのことを、「この録音のと

きは、まさに班員みんなが参加して、そしてそれ

ぞれが頑張ったことを実感できた瞬間でもあった。
ナレーションを読む人は『失敗してはいけない』

という大変なプレッシャーの中、何度失敗しても

弱音をはくことなく頑張っていた。スライドが変
わるタイミングを合図する人も、ナレーターと綿
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密な打ち合わせをして、タイミングをはかってい

た。その他にも、音響は音量の調整や音の出だし

や終わり方などに神経を使っていたし、録音機を

操作する人もそれなりに頑張っていた。ナレーター

以外は交代でやっていたのだが、実際に録音に携

わっている班員はもちろんのこと、周りで見守っ

ている班員も、まるで、自分が話したり、操作し

ているかのように緊張した状況の中で録音は進め

られた。」と述べている。そして、「成功したら

みんなで喜び、失敗したらみんな本気で残念がり

ながらも励まし合って頑張っていた。みんなそれ

ぞれが一生懸命で、その姿を周りのみんなも感じ

取っているから、誰か失敗したのを責めるでもな

く、ただひたすら、目標達成に向かってみんなで

進んでいるという感じがした。こんな経験、なん

だかとても久ぶりのような感じがして、みんなが

とてもいい仲間のような感じがして、録音を終え

たとき、『やった_、やり遂げたたぞ－』という

気持ちとともに、『みんな、どうもありがとう』

となんだか思えてきた。」とも述べている。目に

みえないが、「実際に録音に携わっている班員は

もちろんのこと、周りで見守っている班員も、ま

るで、自分が話したり操作しているかのように」

感じ取り、「みんなそれぞれが一生懸命で、その

姿を周りのみんなも感じ取っている」ことが大切

なのである。このあたりの感得が重要であり、班

共同活動の副産物として得難い貴重なものなので

ある。

とれるようなことをしたみたいと思った。」（ｌ

班）

「将来、学校現場に立つ私たちにとってスライ

ド制作を経験したことは、きっと役に立つだろう。

知らないもの同志が一致団結して－つのものをつ

くりあげたことは、自分をひとまわりもふたまわ

りも大きくしたような気がします。」（ｌ班）

「班の仲間と協力して－つの作品を作りあげる

ことの充実感、そして何といってもこのスライド

づくりで知り合うことができた人々との関わりを

大切にしたいと思う」（２班）

「このスライドを完成することができたのは班

のメンバーのおかげだと思う。これをひとりでやっ

ていたらどうなっていただろうかと考える。この

授業をとおして身につけたことが、学校現場にで

たときに生かされるようにがんばっていきたいと

思う。」（２班）

「年が明けてからは悪戦苦闘の連続であった。

フィルムの管理に関する連絡の悪さ、機械への不

慣れ、などはその代表格であろう。年が明けるま

では他の班より一歩リードしていた頃とはまさに

対照的である。しかし、このようなハプニングに

よる銀難辛苦を乗り越えて発表ぎりぎりになって

他の班に負けるとも劣らないような作品を仕上げ

ることができたのは、ほかならぬわが班のチーム

ワークゆえであろう。スライド制作を終えて、わ

れわれはスライド作成の作り方や視聴覚教育の概

念もさることながら、チームワークの大切さやな

せばなるという糖神を身をもって体験したように

思う。実際に弱音をみんなの前でなく私の前では

いた人もいた。しかし、チームワークから生まれ

る励まし合いが作品の完成という大きな成功につ

ながったのだと私は確信してやまない。われわれ

にさまざまなことを教えてくれたスライド作品の

ことは決して忘れることはないだろう。」（３班）

「このスライドづくりで、たしかに私は、スラ

イド教材をつくる技術や教材に用いるときの心得

やメリットなどを学んだ。しかし、それ以外にも、

自分たちでこういった教材を作る喜びや苦しさ、

またみんなで協力し合うことの大切さ・喜び、そ

して取材をとおして自分たちもより深く学ぶこと

ができ、また多くの人と触れ合うことの喜びを感

じることができた。／取材から編集までを自分で

５．スライド制作を終えての感想

上記のような過程を経て、ようやくスライド作

品は完成した。この過程で受講生たちは目に見え

ないところでさまざまなことを体験し、感じてい

る。以下で、受講生の感想をいくつか取り上げ、

紹介しておく。これらは一部にすぎず、多くのも

のが同じような感想をもっていることを付け加え

ておきたい。

「このスライドは、－人ひとりの協力があって

はじめてできるものであると思う。みんなの力が

－つに集まって、行動し、制作すると、こんなに

も素晴らしいものができることがわかった。私が

教師になったとき、このような共同の喜びを感じ

－１１－
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合いが深まり、気乗りがし、意気投合して、テー

マが決まっていく。このときに、すでに制作の見

通しがはいりこんでいる。制作の簡単なものにす

るのか、それとも少し困難でおもしろい．追求し

がのあるものにするのかで葛藤がでてくる。遜の

なかで、安易にすませようという勢力と、少し困

難だけど頑張ろうという勢力とが抗争していく。

今回の制作活動では、多くの班で、さまざまな着

想のおもしろさに触れ、見慣れたもののなかの謎

に気づくにつれて、全体として、少し困難でもお

もしろい。追求しがいのあるものにする方に傾い

ている。この傾きをじっくりと醸成していくこと

が必要になるのである。

やり遂げるスライド教材づくり、これは、教師が

地域の中に飛び込んで地域と手を取り合うことが

でき、また実体験をすることでより深い知識を得

ることができ、さらに子どもたちにも教科醤の内

容をただ伝えるだけの授業よりも、もっと理解さ

せることのできる授業ができるという一石三鳥の

教材だと思う。それはまた、これからの教育には

必要な分野でもあるような気がする。」（４班）

「メンバー全員がなんらかの仕事に責任をもっ

てやったので、充実した活動内容だったと思った。

チームワーク賞をもらいたいなと思いました。い

ろいろ失敗したが、できあがったときは嬉しかっ

たです。……また、メンバー以外の多くの人の協

力を受けてひとつの作品ができあがった。私は琉

球ガラスの職人さんの行っていた『なにかを作り

だす楽しさ』がわかったような気がした。楽しい

授業だったなと思いました。」（４班）

「楽しい授業だった」といっているが、みずか

ら活動することの楽しさ、共同制作することの楽

しさをいっているのだと思われる。授業担当者は

節々で締めることを考えていただけなのだが、受

講生たちが思ったよりもさまざまなことを学び、

実感していることに驚き、学習体験の広さと深さ

に改めて思いを馳せている。

（２）取材・撮影・インタビュー・録音の局面

身体的・感情的通じ合いを基盤として、テーマ

への意気投合が生み出されると、作品の筋を構想

し、この構想にそって取材を計画し、撮影・イン

タビュー・録音をおこなわなければならない。そ

こでは、行動的活動が要求される。行動をとおし

て身体的共同を実感し、そうした実感を基盤とし

てスライド制作に深くはいりこんでいく。あらゆ

る情報を総動員して、班で手分けして取材先を探

し、取材先と約束を取り付けなければならない。

そこでは、取材の承諾だけでなく、班員の空いて

いる時間を調整しながら日時を設定するといった、

調整にともなう実務処理活動が含まれている。そ

うしたことの切り抜けなしには、うまく活動がで

きない。班員との共同が現実生活レベルで問われ

てくる。このことを中心になってやる班員がでて

きて、他の班員も彼の調整活動に協力する態度が

でてくると、班共同での行動は動き始めるのであ

る。

実際の取材では、取材事項、質問事項を予め共

同で検討し、ほぼ確定することが必要である。こ

の点が今回のいずれの班でも弱い。さらに、必要

機材の準備・確認・点検をすることが必要である。

この点でも、やや弱さがみられる。ある班では、

テープレコーダーに不備があり、カメラへのフィ

ルムの装着が不完全であった。しかし、それでも、

先の局面で培われた身体的・感情的共同が各班員

のなかに強く形成されていたため、班のメンバー

を二つに分けて、二つの班で分担して、時間的に

６．身体・関係・共同の創造と班共同制作活動

これまでみてきたように、班共同活動の進展過

程にともなって、身体・関係・共同の創造が高まっ

ていく。いくつかの局面に分けて、みてみよう。

（１）班編成からテーマ決定までの局面

はじめに、学生たちはスライド制作過程をテキ

ストの記述、ビデオなどで学習し、またこれまで

の過年度学生の制作したすぐれた作品をみて、こ

んな難しい高度な作品はとうていできないと気後

れし、身体的な硬さが表情にでてくる。ところが、

班のなかに知り合いがいたりして、このメンバー

なら共同すればできるかもしれないという予感を

もつ。このような身体的・感情的共同可能性の予

感を基盤にして、テーマについて話し合っていく

につれて、さまざまな着想に触れ、こんな見方・

考え方もあるのかと気づき、他者との感情的通じ
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節約した取材をおこなうことができた。また、撮

影者・インタビュー者・録音者などの分担がきわ

めて円滑におこなわれ、呼吸の合った取材活動が

できたのであった。

テーマの追求に関しても、モノの制作過程を取

材するなかで、実際に自分の手で制作に参加して

身体的な実感を皮膚感覚で体験し、身体をくぐっ

て制作過程をとらえるに至る。さらに、その制作

に携わる制作者の話を聞くなかで、そのモノの制

作に賭ける情熱と生き方に触れ、こんどはその制

作者の側からモノをとらえることができるように

なっていったのである。つまり、制作過程の認識

と伝達表現の過程において身体がはいりこみ、身

体をくぐった深みのある認識と表現へと向かって

いったのである。このことが、所期のスライド作

品の構想をより確かなものにしたり、当初の暖昧

で漠然とした構想をよりリアルなものにしていく

のである。それは次の局面に有効にはたらいてい

くのである。

Iま、録音場所の予約が必要になる。そのときに、

これまでの取材先の交渉の経験が生きてくる。実

際の録音にあたって、機械操作の技術が必要にな

る。人に教えてもらったり、自分であれこれ操作

してやっと使い方がわかってくる。さらに、この

吹き込みの仕事はひとりではできない。ナレーショ

ンを読み上げる人はもちろんのこと、その他に、

コマ切替えの合図をする人、音楽をいれる人、録

音機を操作する人、がそれぞれの仕事をきちんと

こなすことが必要だが、それだけでなく、互いに

呼吸を合わせて行動することが求められるのであ

る。呼吸を合わす機会はこれまでの取材活動でも

存在したので、それを生かすことができればうま

く進む。何回かやっていくうちに呼吸が合ってき

て、録音がうまくいくようになる。この過程で、

少しでも失敗があれば、まとまった箇所でやり直

しが必要になる。まちがいやずれをチェックする

人が必要なのだが、そのことに敏感に気づく人が

いれば、吹き込み作業はうまくいく。録音におい

て呼吸が合い、気乗りすれば、少々の失敗は乗り

切れるのだが、呼吸がなかなか合わず、気分がだ

れてくると、この程度でよいのではないかと安易

さに流れてしまう。この呼吸の合致と気分の高揚

が重要になる。３～４時間をかけてナレーション

の録音は終了となるのである。

（３）編集・ナレーション録音の局面

撮影したスライドが現像されて返却されてくる。

意外にきれいに写っていることを知り、驚く。最

近のカメラは全自動であり、昔のように写真技術

はあまり必要ない。たいていのスライドはきれい

に写ってくる。台本にそって、たくさんのスライ

ド写真のなかから必要なスライド写真を選定し、

一つの流れを形づくることが要求される。このと

き、班員は取材場面を思い起こしながら、共通の

体験を基盤にして共同で物語を構想していくので

ある。さきの取材での体験が強烈であればあるほ

ど、このコマ選定の作業は印象深いものになる。

この過程において、身体がはいりこんでいく。コ

マ選定と合わせて、ナレーションを書く仕事がで

てくる。このナレーション作成では、さきの取材

での共通体験を基盤にして、それをことばに表現

することが求められる。体験から表現への移行で

ある。この表現において身体が作品のなかにいっ

そうはいりこんでいく。さらに、それを班で検討

していくなかで、見落としに気づき、ちがった見

方も知り、物語が生き生きとした形にできあがっ

ていくのである。

次は、ナレーションの吹き込みである。ここで

以上三つの局面に分けて、班共同制作過程にそっ

て身体・関係・共同の高まりをみてきた。２カ月

にわたる班制作活動なのだが、その過程で、身体・

関係・共同の機会はたびたび存在し、新たな機会

において対人的関係の結び方、共同行動の仕方、

着想の出し合いとそこでの異質な見方の摂取など

に慣れ、習熟していく。こうして、しだいに、身

体・関係・共同の高まりが生まれ、スライド制作

過程においてたびたび遭遇する困難な課題にもめ

げず、みんなの共同によってのりきることができ

たのであった。

こうしてみると、スライド作品をつくるという

メディア制作活動において、スライド作成の各段

階にそった作成技術を教えることも大事だが、そ

こばかりに目を向けるのではなく、スライド作品

の作成にとりくむ集団を身体・関係・共同という

視点を軸にして形成していくことに力を注ぐ必要

－１３－



琉球大学教育学部紀要第45集Ｉ

がある。表には現れにくいけれども、そうした集

団に支えられて、視聴覚教育的経験は深く学習者

に刻みこまれていくのである。２カ月にわたる学

生たちの班共同制作の取り組みはこのことを教え

てくれているように思われる。

｢学習論のなかの子ども」『季刊、人間と教育』

第１号、1994年３月、労働旬報社がある。そこで

は、小学校社会科における実践事例を取り上げな

がら、「子どもたちは、これらの批判的な学習の

方法とスキルを駆使して、これまで現実のなかに

埋め込まれてきた自己＝身体を取り戻し、それを

現実に意識的に参加させることができるようになっ

ている」とし、「子どもたちは、Ｍ・ポラニーが

いうように、身体を基軸とするスキル（技能）と

アーツ（技芸）をつうじて現実のなかに潜入・参

加し、現実を知的に認識していったということが

できるだろう」と述べている。（同論文、４５頁）。

本報告は、このような視点を共有しつつ、スライ

ドの班共同制作活動において、「身体と班共同学

習活動」の動態を明らかにしようとする－つの試

注

(1)本報告は、藤原幸男「身体論的・関係論的授

業指導論の構想」『琉球大学教育学部教育実践研

究指導センター紀要』第１号、1993年11月、を

｢身体と班共同学習活動」の視点から発展させよ

うとして、この視点から「視聴覚教育」講義にお

けるスライド制作活動の過程を検討したものである。

なお、参加と学習の統一的展開の視点から、共

同学習活動について考察したものに、竹内常一 みである。
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